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研究情報の名称 パラインフルエンザウイルスの免疫回避機構の研究 
概要 
呼吸器感染症（風邪症候群）は多種のウイルス群によって生じる。そのうち、ひとつのグループを形成す
るパラインフルエンザウイルスは、インターフェロン産生を抑制すると同時に、感染細胞のインターフェ
ロン感受性を低下させ、宿主の初期免疫応答を多様な局面で抑制する。さらに、感染細胞の細胞死を抑え、
ウイルス増殖の場である細胞の代謝活動を長時間維持する機能も備えている。これらの多彩な機能は、ウ
イルスゲノムにコードされているアクセサリー蛋白質が担っている。当該蛋白質は、病原性発現に深くか
かわっており、アクセサリー蛋白質を発現できないウイルスは、弱毒化する。現在、アクセサリー蛋白質
が細胞内のどの分子に作用し抗インターフェロン活性を発揮しているのかを分子レベルで解析している。
応用例 
アクセサリー蛋白質そのもの、あるいはその作用点をブロックする薬剤は、新しいタイプの抗ウイルス薬
となる可能性がある。 
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風邪症候群を起こすウイ
ルスに対しての抗ウイル
ス薬はない 
課題：ウイルス増殖を支
えているウイルス蛋白質
の機能解析が必要 
シーズ：風邪症候群を起こすウイルス
の一つであるパラインフルエンザウイ
ルスは、抗インターフェロン蛋白質を
持っており、それがアクセサリー蛋白
質であることを明らかにした 
研究目標：抗インターフェロン蛋白
質が細胞内でどのように働いている
のかを明らかにする 
抗インターフェロ
ン蛋白質を標的と
した抗ウイルス薬
の開発 
抗インターフェロ
ン蛋白質の作用点
を標的とした抗ウ
イルス薬の開発 
新しい抗ウイルス薬 
